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香
芝
市
は
、
悠
久
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
二
上

山
の
恵
み
を
受
け
た
豊
か
な
生
活
と
歴
史
を
も

ち
、
明
る
い
未
来
社
会
に
む
か
っ
て
歩
み
つ
づ

け
て
い
る
ま
ち
で
す
。

わ
た
し
た
ち
香
芝
市
民
は
、
生
き
る
喜
び
と

や
す
ら
ぎ
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
、

こ
こ
に
市
民
憲
章
を
定
め
ま
す
。

一.

自
然
を
大
切
に
し
、

美
し
い
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
。

一.

で
あ
い
を
大
切
に
し
、

共
に
生
き
る
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
。

一.

い
の
ち
を
大
切
に
し
、

住
み
よ
い
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
。

一.

伝
統
を
生
か
し
、

新
し
い
文
化
の
香
る
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
。

一.

元
気
な「
ひ
と
」を
育
て
、

希
望
あ
ふ
れ
る
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
。

3
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No.513

「うんうん。化石ってすごいなぁ！」先生の化石の説明を興味津々で聞く子どもたち＝3月6日（土）「科学と遊ぼう」講座のひとこま（関連記事7ページ）
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「地産地消」で安くて安全で新鮮な食材が注目されてい
ますが、香芝市でも毎週朝市が開かれています。そう、
香芝でもたくさん野菜が採れるんです！
香芝市の朝市は平成5年に始まり、現在は平野、下田、

磯壁の3カ所で開かれています。地域で収穫した野菜を
中心に、新鮮で安くておいしい物がいっぱい。最近では、
手芸品や花など、さまざまな商品が並ぶ、にぎやかな朝
市になっています。
ときには作り手の農家のかたから調理の仕方（レシピ）

を教えてもらいながら、またお客さん同士で情報交換し
ながら、楽しくお買い物してはいかがでしょうか。
▼ホームページ
http://www.city.kashiba.lg.jp/town/shoukou-asaichi/

昭和25年に結成された志都美園芸組合を前身に、

住民のみなさんからの「新鮮な野菜を売ってほしい。」

という強い要望で始まった歴史ある直売所です。ぶど

う、いちごなどの果物や山菜が豊富に販売されている

のが魅力で、小規模ながらリピーターが多いです。

●場所 平野595－2

●営業日 毎週月・水・土

●営業時間 午前8時～正午

つ な が る 輪
― 生産から販売まで ―

香芝市で原料を生産し、商品を作り、店舗で販売する。そんな地域

のつながりを大切にして作られた商品が販売されているのも朝市の魅

力のひとつです。

ふれあい朝市の「かしば香るみそ」に続き、地場産の米需要拡大のた

めに考え出された限定販売の「米粉パン」もそのひとつです。地域みん

なでひとつのものを作りあげていく、まさしく地産地消の取り組みです。

志都美園芸組合直売所

ゴルフ 
練習場 

西名阪自動車道 

2号 
児童公園 

尼寺 

白鳳台 R168

白鳳台 
住宅地 

Ｊ
Ｒ
和
歌
山
線 

1号児童公園 

米粉米を生産　嶋内さん

「試行錯誤でできた香芝産米粉

米のうまみを味わってほしい。」

事務長　山下さん

「1人でも多くの人に香芝の食

材を手にとってみてほしい。」

パンの開発　上村さん

「自分の技術を地元のものに生

かすことができてうれしい。」

原料生産

商品作り 朝市販売

人と人との

触れ合い

た
け
の
こ
も
い
ち
早

く
店
頭
に
並
び
ま
す
。

袋
い
っ
ぱ
い
に
お
買
い
物
で

満
足
笑
顔
。

いいものいっぱい 旬を食べよう 朝市
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ＪＲ香芝駅降りてすぐにあるこの「ふれあい朝市」は、市内で1番

会員数が多い朝市です。開店前からお客さんが列を作って待っている

ほどの繁盛振り。地元の農家の方々が提供する新鮮な野菜などのほか、

ここは花の多さも特徴のひとつです。季節の花を積んだ荷入れのトラ

ックが到着するやいなや、次々に売れていきます。

●場所 下田西1丁目335－3

（ＪＡならけんかしば支店前）

●営業日 毎週火・木・土・日

●営業時間

午前8時30分～正午

●問合先 70－5851

今年2月に営業場所を移設し、リニューアルオープンしたばかりです。

「ふたかみ朝市」では、より多くの人に利用してもらいたいと、出張

朝市も開催しています。また、「ふたかみそばの会」によるそば打ち体

験を実施するなど、独自のイベントも積極的に行っています。

香芝産の大豆と米を使って、会員の人

たちで作っている100％香芝産のお味

噌。こくがあるのにさっぱりとした後味

で、人気商品。学校給食にも提供するな

ど市内にその味が広がっています。

香芝郵便局 

保健 
センター 

鹿島神社 

下田西1

香芝駅 

ＪＡ 

近鉄 
下田駅 

R168

下田 

安心・安全

ふれあい朝市

かしば香るみそ

ふたかみ朝市

▲「おいしかったよ。」というお
客さんの声を励みにみそ作り

▲色とりどりの花がずらり

「若い人たちにもど
んどん利用してほし
い。お待ちしてます。」

▼大好評のそば粉を使っ
たドーナツ。数に限りが
あるのでお早めに。

▼野菜にはひとつひとつ生
産者の名前が入っています。

●場所 磯壁6－333－1

●営業日 毎週水・土・日

●営業時間 午前8時～11時

日本ニット 

歩道橋 

三和幼稚園 

三和小学校 

阿日寺 

R168

良福寺 

　　　　　出張朝市 
・場所　旭ケ丘メディカルスク 
　　　　エアー・駐車場 

・営業日　毎月第2日曜日 
・営業時間　午前8時～11時 

新鮮な旬野菜
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▼
開
催
日

４
月
29
日（
木
・
祝
）

＊
雨
天
決
行
（
荒
天
中
止
）

▼
集
合
場
所
・
受
付
時
間

香
芝
市
役
所
南
側
駐
車
場

受
付：

午
前
９
時
〜
　
出
発：

午
前
10
時

▼
参
加
費

香
芝
ウ
ォ
ー
ク
の
み
参
加
の

場
合
は
、
無
料
で
す
。

▼
注
意
事
項

・
歩
き
や
す
い
靴
や
服
装
で
参
加
く
だ
さ
い
。

・
昼
食
・
水
筒
・
雨
具
・
筆
記
具
・
ご
み

袋
な
ど
は
各
自
で
持
参
く
だ
さ
い
。
ご
み

は
、
必
ず
お
持
ち
帰
り
く
だ
さ
い
。

・
天
候
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、
コ
ー
ス
を

変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
車
や
ケ
ガ
な
ど
に
は
十
分
ご
注
意
く
だ

さ
い
。
病
気
ま
た
は
傷
害
が
生
じ
た
場
合
、

応
急
処
置
は
と
り
ま
す
が
、
責
任
は
負
い

か
ね
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

・
荒
天
中
止
の
決
定
は
午
前
７
時
ま
で
に

行
い
ま
す
の
で
、
市
役
所
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

▼
主
催

香
芝
市

▼
後
援

香
芝
市
教
育
委
員
会
・
香
芝
市

商
工
会
・
近
畿
日
本
鉄
道（
株
）

▼
問
合
先

市
役
所
商
工
農
産
課

「
香
芝
ウ
ォ
ー
ク
２
０
１
０
」
は
、
平
城

遷
都
１
３
０
０
年
祭
「
古
代
葛
城
歴
史
回
廊

ウ
ォ
ー
ク
リ
レ
ー
」
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
他
、
葛
城
地
域
を
め
ぐ
る
４
コ

ー
ス
も
い
っ
し
ょ
に
歩
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

①
香
芝
市
　
４
／
29（
木
・
祝
）
約
９
・
２
㎞

「
か
し
ば
古
代
の
道
を
歩
く
」

②
葛
城
市
　
５
／
９（
日
）
約
７
㎞

「
葛
城
の
里
探
訪
」

商
工
観
光
課
　

48
―
２
８
１
１

③
広
陵
町
　
９
／
12（
日
）
約
６
㎞

「
歴
史
を
感
じ
よ
う
（
広
陵
古
墳
め
ぐ
り
）」

地
域
振
興
課
　

55
―
１
０
０
１

④
大
和
高
田
市
　
11
／
13（
土
）
約
７
㎞

「
大
和
高
田
古
代
風
景
フ
ッ
ト
パ
ス
」

産
業
振
興
課
　

22
―
１
１
０
１

⑤
御
所
市
　
11
／
23（
火
・
祝
）
約
14
㎞

「
葛
城
古
道
を
歩
く
会
」

観
光
振
興
課
　

62
―
３
０
０
１

●
参
加
に
つ
い
て

・
５
コ
ー
ス
を
完
歩
で
き
る
か
た（
５
０
０
名
）

＊
申
込
み
多
数
の
場
合
、
抽
選
と
な
り
ま
す
。

・
参
加
費

各
回
３
０
０
円

・
申
込
方
法

往
復
は
が
き
に
、
住
所
・
氏

名（
ふ
り
が
な
）・
年
齢
・
電
話
番
号
・
同
伴

者
を
明
記
し
、
申
込
み
く
だ
さ
い
。

・
申
込
期
限

３
月
31
日（
水
）
必
着

・
申
込
・
問
合
先

葛
城
周
辺
地
域
イ
ベ
ン

ト
実
行
委
員
会
事
務
局
　

０
７
４
５
―
23

―
７
７
０
１
　
〒
６
３
５
―
00
96

大
和
高

田
市
西
町
１
―
11

【
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
】
約
９
・
２
㎞

香
芝
市
役
所
〔
受
付
・
集
合
・
出
発
〕

→

　
一
本
松
阿
弥
陀
如
来
石
仏

→

　
専
称
寺

→

　
屯
鶴
峯

→

　
磨
崖
仏

→

　
万
葉
の
歌
碑

→
　
大
坂
山
口
神
社
（
逢
坂
）

→
　
二
上
山
博
物
館

→

　
香
芝
市
役
所

（
朝
市
・
地
場
産
品
即
売
）

平城遷都1300年祭

香
芝
ウ
ォ
ー
ク
２
０
１
０

「
か
し
ば
古
代
の
道
を
歩
く
」

全
５
コ
ー
ス

葛
城
地
域
を
め
ぐ
る
５
コ
ー
ス

古代葛城歴史回廊　ウォークリレー

葛城地域の史跡･名所をめぐる5コース

香芝市開催
「かしば古代の道を歩く」
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「
環
境
に
や
さ
し
い
庁
舎
づ
く
り
」
の
取

り
組
み
の
一
環
と
し
て
、
太
陽
光
発
電
シ
ス

テ
ム
を
設
置
し
、
３
月
か
ら
稼
動
し
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
庁
舎
１
階
の
蛍
光
灯
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ

照
明
に
替
え
、
消
費
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
削
減
を

図
っ
て
い
ま
す
。

太
陽
光
発
電
は
、
太
陽
の
光
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
電
力
に
変
換
す
る
も
の
で
、
地
球
温
暖
化

の
原
因
と
な
る
二
酸
化
炭
素
を
は
じ
め
と
す

る
温
室
効
果
ガ
ス
を
発
生
さ
せ
る
石
油
や
石

炭
な
ど
の
化
石
燃
料
を
使
用
し
な
い
環
境
に

や
さ
し
い
発
電
方
法
で
す
。

市
が
導
入
し
た
シ
ス
テ
ム
の
年
間
発
電
量

は
約
５
８,
３
０
０
kWh
で
、
市
庁
舎
の
年
間

消
費
電
力
の
約
６
％
に
あ
た
り
ま
す
。

発
電
し
た
電
力
は
、庁
舎
内
の
照
明
機
器
な

ど
の
電
力
の
一
部
と
し
て
利
用
し
て
い
ま
す
。

１
階
ロ
ビ
ー
に
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
稼

動
状
況
の
モ
ニ
タ
ー
が
設
置
し
て
あ
り
ま
す

の
で
、
市
役
所
へ
お
越
し
の
際
は
、
一
度
ご

覧
く
だ
さ
い
。モ

ニ
タ
ー
画
面
の
一
例

３
月
２
日（
火
）に
行
わ
れ
た
通
電
式

庁
舎
の
屋
根
に
取
り
付
け
ら
れ
た
太
陽
光
パ

ネ
ル
（
３
３
６
枚
、
１
８
０
ｗ
／
１
枚
当
た
り
）

ス
ト
ッ
プ
温
暖
化
！

市
庁
舎
に
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
と

Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
を
導
入

新
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
守
る
私
た
ち
の
未
来

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
環
境
へ
の
効
果

年間のCO2削減量 香芝市庁舎 

太陽光発電の年間発電量 

約58,300kWh

換算すると… 

1世帯月300kwhで計算 

約18 .3ｔ 

スギの木（50年生） 

1,310本の植樹と同じ効果 

年間の石油削減量 

約13,237

ドラム缶約66本分相当を削減 

1年間に一般家庭 

約16世帯が使う 
電力に相当 

▲消費電力の少ないＬＥＤ照明
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●
徳と
く

田だ

快か
い

斗と

（
下
田
幼
年
少
）

全
国
教
育
美
術
展
・
特
選

●
谷
口

た
に
ぐ
ち

陽は
る

斗と

（
下
田
幼
年
少
）

全
国
教
育
美
術
展
・
特
選

●
山
下

や
ま
し
た

愛あ
い

菜な

（
下
田
幼
年
少
）

全
国
教
育
美
術
展
・
特
選

●
大
城

お
お
し
ろ

志し

琉
（
下
田
幼
年
少
）

全
国
教
育
美
術
展
・
特
選

●
三み

井い

叶か
な

太た

（
志
都
美
幼
年
少
）

全
国
教
育
美
術
展
・
特
選

●
磯い

そ

野の

希き

詠よ
み

（
真
美
ヶ
丘
東
幼
年
少
）

全
国
教
育
美
術
展
・
特
選

●
中
谷

な
か
た
に

光み
つ

希き

（
真
美
ヶ
丘
東
幼
年
長
）

全
国
教
育
美
術
展
・
特
選

●
東と

川が
わ

理り

紗さ

（
関
屋
小
３
年
）

イ
ト
マ
ン
招
待
水
泳
競
技
大
会
小
学
３
年
生

女
子
50
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ
決
勝
・
第
３
位

●
時
吉

と
き
よ
し

絢あ
や

菜な

（
関
屋
小
６
年
）

マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
・
バ
ト
ン
ト
ワ
ー
リ
ン
グ

全
国
大
会
バ
ト
ン
ト
ワ
ー
リ
ン
グ
部
門
・
金
賞

●
上う

え

田だ

愛ま
な

実み

（
二
上
小
３
年
）

マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
・
バ
ト
ン
ト
ワ
ー
リ
ン
グ

全
国
大
会
バ
ト
ン
ト
ワ
ー
リ
ン
グ
部
門
・
金
賞

●
池
本

い
け
も
と

香か

菜な

（
二
上
小
３
年
）

マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
・
バ
ト
ン
ト
ワ
ー
リ
ン
グ

全
国
大
会
バ
ト
ン
ト
ワ
ー
リ
ン
グ
部
門
・
金
賞

●
岩
橋

い
わ
は
し

玲れ

奈な

（
旭
ケ
丘
小
１
年
）

マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
・
バ
ト
ン
ト
ワ
ー
リ
ン
グ

全
国
大
会
バ
ト
ン
ト
ワ
ー
リ
ン
グ
部
門
・
金
賞

●
永な

が

尾お

未み

来ら
い

（
旭
ケ
丘
小
１
年
）

マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
・
バ
ト
ン
ト
ワ
ー
リ
ン
グ

全
国
大
会
バ
ト
ン
ト
ワ
ー
リ
ン
グ
部
門
・
金
賞

●
中
川

な
か
が
わ

未み

来ら
い

（
旭
ケ
丘
小
２
年
）

マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
・
バ
ト
ン
ト
ワ
ー
リ
ン
グ

全
国
大
会
バ
ト
ン
ト
ワ
ー
リ
ン
グ
部
門
・
金
賞

●
小お

野の

明あ

日す

香か

（
旭
ケ
丘
小
３
年
）

日
本
学
生
・
生
徒
・
児
童
書
道
展
覧
会
・
特
賞
・

全
国
連
合
小
学
校
長
会
会
長
賞

●
杉す

ぎ

野の

翔
耶や

（
香
芝
中
２
年
）

近
畿
中
学
校
総
合
体
育
大
会
剣
道
競
技
の
部

男
子
個
人
・
第
３
位

●
芳
倉

よ
し
く
ら

実み

乃の

梨り

（
香
芝
中
２
年
）

近
畿
中
学
校
総
合
体
育
大
会
水
泳
競
技
の
部

競
泳
女
子
２
０
０
ｍ
自
由
形
・
第
３
位

●
服
部

は
っ
と
り

賢け
ん

志じ

（
香
芝
北
中
３
年
）

近
畿
中
学
校
総
合
体
育
大
会
陸
上
競
技
の
部

男
子
共
通
３
０
０
０
ｍ
・
第
３
位

駅
伝
競
走
の
部
第
１
区
・
第
２
位

●
西に

し

田だ

昂
平

こ
う
へ
い

（
香
芝
北
中
３
年
）

近
畿
中
学
校
総
合
体
育
大
会
体
操
競
技
の
部

男
子
種
目
別
跳
馬
・
第
２
位

男
子
種
目
別
ゆ
か
・
第
３
位

男
子
奨
励
種
目
平
行
棒
・
第
１
位

●
高
倉

た
か
く
ら

誠ま
さ

人と

（
香
芝
北
中
３
年
）

近
畿
中
学
校
総
合
体
育
大
会
体
操
競
技
の
部

男
子
種
目
別
あ
ん
馬
・
第
２
位

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
　
＊
団
体
の
部

●
香
芝
東
中
学
校
・
吹
奏
楽
部

全
日
本
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
・
金
賞

式
辞
を
述
べ
る
船
木
教
育
委
員
長

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

＊
個
人
の
部

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

＊
団
体
の
部

平
成
21
年
度

香
芝
市
教
育
委
員
会
表
彰

２
月
27
日
（
土
）
、
教
育
・
体
育
・
学
術
ま

た
は
文
化
の
各
分
野
で
活
躍
し
、
特
に
功
績

が
認
め
ら
れ
た
み
な
さ
ん
を
表
彰
す
る
香
芝

市
教
育
委
員
会
表
彰
が
、
ふ
た
か
み
文
化
セ

ン
タ
ー
で
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
個
人
20
名
と
１
団
体
に
表
彰

状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
表
彰
者
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

り
ゅ
う

し
ょ
う
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２
月
27
日（
土
）、
高
年
齢
者
が
、
組
織
的
に
働
く
こ

と
を
通
じ
て
、
地
域
社
会
に
貢
献
す
る
「
自
主
・
自
立
、

共
働
・
共
助
」
を
基
本
に
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

が
設
立
さ
れ
て
10
周
年
を
迎
え
、
ふ
た
か
み
文
化
セ
ン

タ
ー
で
記
念
式
典
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
奥
村
善
弘
理
事
長
が
「
限
り
な
い
発
展

に
尽
く
さ
れ
た
諸
先
輩
の
ご
功
績
を
引
継
ぎ
、
会
員
が

一
丸
と
な
っ
て
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
」
と
力
強
い
挨
拶

が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
梅
田
市
長
が
、
「
豊
か

で
明
る
い
長
寿
社
会
の
構
築
に
皆
さ
ん
に
大
き
な
期
待

を
し
ま
す
」
と
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

感
謝
状
の
贈
呈
や
会
員
表
彰
が
行
わ
れ
た
後
、
関
屋

病
院
理
事
長
の
北
畑
英
樹
氏
に
よ
る「
笑
っ
て
い
き
い
き

百
歳
ま
で
」と
題
し
た
記
念
講
演
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

２
月
25
日（
木
）、
鎌
田
小
学
校
で
、
３
〜
６
年
生
を

対
象
に
、
カ
ナ
ダ
大
使
館
に
よ
る
出
前
授
業
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

３
年
生
が
、
図
画
工
作
の
授
業
で
カ
ナ
ダ
の
食
料
箱

を
制
作
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
「
カ
ナ
ダ
の
こ
と

を
も
っ
と
知
り
た
い
。」
と
い
う
児
童
の
声
が
高
ま
り
、

実
現
し
ま
し
た
。

バ
ン
ク
ー
バ
ー
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
中
だ
っ
た
こ

と
も
あ
り
、
大
使
館
の
秋
山
め
ぐ
み
さ
ん
が
紹
介
す
る

カ
ナ
ダ
の
文
化
や
日
本
と
の
繋
が
り
な
ど
の
話
を
、
子

ど
も
た
ち
は
熱
心
に
聞
い
て
い
ま
し
た
。

授
業
の
最
後
に
は
、
「
な
ぜ
カ
ナ
ダ
と
い
う
名
前
が

付
け
ら
れ
た
の
で
す
か
。」「
代
表
す
る
動
物
は
何
で
す

か
。」
な
ど
、
興
味
津
々
で
質
問
し
て
い
ま
し
た
。

２
月
23
日（
火
）、約
２
６
０
人
が
参
加
し
、社

会
教
育
活
動
の
成
果
な
ど
を
発
表
す
る
社
会
教

育
学
級
生
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
高
齢
者
学

級
・
女
性
学
級
・
家
庭
教
育
学
級
の
23
学
級
が
、

楽
・
学
・
輝「
楽
し
く
学
ん
で
輝
こ
う
」を
テ
ー
マ

に
、学
習
成
果
や
活
動
状
況
を
発
表
し
ま
し
た
。

２
月
28
日（
日
）、
香
芝
・
旭
ケ
丘
ニ
ュ
ー
タ

ウ
ン
自
治
会
館
で
、
子
ど
も
た
ち
の
ス
ト
レ
ス

解
消
を
目
的
に
「
１
５
０
イ
ン
チ
大
画
面
で

M
A
R
IO
K
A
R
T

選
手
権
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
会
場
内
に
は
、
大
き
な
声
援
と
子
ど
も
た

ち
の
満
面
の
笑
顔
が
溢
れ
て
い
ま
し
た
。

教
科
書
に
な
い
科
学
の
楽
し
さ
を
知
ろ
う

と
、
市
内
の
小
学
生
を
対
象
に
５
回
に
わ
た
っ

て
開
催
し
ま
し
た
。
大
阪
教
育
大
学
名
誉
教
授

で
広
陵
町
立
図
書
館
長
の
菅
野
耕
三
先
生
ら
の

指
導
の
も
と
、
鉱
物
を
使
っ
た
宝
石
さ
が
し
や

万
華
鏡
作
り
な
ど
を
体
験
し
ま
し
た
。

各
団
の
代
表
８
人
が
、
活
動
認
定
書
と
記
念

品
を
受
け
取
り
、
関
屋
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
代

表
が
「
ス
ポ
少
　
最
高
」
と
元
気
に
お
礼
の
言

葉
を
述
べ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
綱
引
き
や
ボ
ー

ル
運
び
リ
レ
ー
な
ど
で
、
指
導
者
の
方
々
や
後

輩
た
ち
と
最
後
の
活
動
を
楽
し
み
ま
し
た
。

設
立
10
周
年

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

カ
ナ
ダ
っ
て
ど
ん
な
国
？

大
使
館
か
ら
の
出
前
授
業

地
域
力
を
育
む
生
涯
学
習

社
会
教
育
学
級
生
大
会

子
ど
も
の
ス
ト
レ
ス
解
消
に
！

大
画
面
で
の
ゲ
ー
ム
大
会

お
も
し
ろ
科
学
実
験

「
科
学
と
遊
ぼ
う
」
講
座

夢
に
向
か
っ
て

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
退
団
式
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◇
　
◇
　
◇
　
◇
　
◇

Ｑ
　
交
通
事
故
で
け
が
を
し
ま
し
た
。
保
険

証
を
使
っ
て
病
院
に
か
か
っ
て
も
い
い
で
し

ょ
う
か
。

Ａ
　
必
ず
届
け
出
を
！

使
う
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
必
ず
国
保
へ

届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

交
通
事
故
な
ど
、
第
三
者
の
行
為
に
よ
っ

て
受
け
た
ケ
ガ
や
病
気
の
医
療
費
は
、
原
則

と
し
て
加
害
者
が
全
額
負
担
す
べ
き
も
の
で

す
が
、
届
け
出
を
す
る
こ
と
で
、
国
保
で
治

療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
の
場
合
、
国
保
が
一
時
的
に
医
療
費
の

一
部
を
立
て
替
え
、
後
で
加
害
者
に
請
求
す

る
こ
に
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
事
前
の
届
け

出
が
必
要
で
す
。

＊
届
け
出
に
必
要
な
用
紙
は
保
険
医
療
課
に

あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

Ｑ
　
国
保
へ
届
け
出
を
す
る
前
に
、
示
談
を

す
ま
せ
て
治
療
費
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

Ａ
　
示
談
は
慎
重
に
！

国
保
に
届
け
出
を
す
る
前
に
、
加
害
者
か

ら
治
療
費
を
受
け
取
っ
た
り
、
示
談
を
す
ま

せ
て
し
ま
う
と
、
国
保
が
使
え
な
く
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
示
談
を
済
ま
せ
る
前
に
、

必
ず
国
保
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

☆
第
三
者
行
為
と
は
？

交
通
事
故
（
自
動
車
事
故
等
）
や
、
暴
行
、

犬
に
か
ま
れ
た
な
ど
第
三
者
の
行
為
に
よ
る

ケ
ガ
な
ど
が
第
三
者
行
為
に
当
た
り
ま
す
。

み
ん
な
の

国
保

平成22年度から

後期高齢者医療の保険料率が変わります

進
級
・
入
学
の
春
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

子
ど
も
も
大
人
も
〝
わ
く
わ
く
・
ど
き

ど
き
〞
の
毎
日
…
。
環
境
が
変
わ
る
の
で

す
か
ら
当
然
の
こ
と
で
す
よ
ね
。

〝
子
ど
も
は
自
ら
育
つ
力
を
も
っ
て
い

る
〞
と
い
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
た
く
ま

し
く
生
き
て
い
く
た
め
の
能
力
が
備
わ
っ

て
い
ま
す
。
私
た
ち
大
人
の
役
割
は
、
そ

の
力
を
十
分
に
発
揮
で
き
る
よ
う
援
助
し

て
あ
げ
る
こ
と
で
す
。
子
ど
も
に
と
っ
て

は
、
自
分
の
こ
と
を
い
つ
も
見
て
く
れ
、

関
わ
っ
て
く
れ
る
大
人
は
、
安
心
感
を
与

え
て
く
れ
る
大
切
な
存
在
で
す
。

集
団
生
活
は
、「
子
ど
も
と
大
人
の
育
ち

あ
い
の
場
」
で
す
。
親
も
子
ど
も
も
先
生

も
、
一
緒
に
泣
い
た
り
笑
っ
た
り
の
毎
日

を
過
ご
す
中
で
信
頼
関
係
は
生
ま
れ
ま

す
。〝子

ど
も
は
親
だ
け
で
育
て
る
も
の
〞と

思
わ
な
く
て
も
大
丈
夫
。
い
ろ
い
ろ
な
人

と
の
関
わ
り
や
や
さ
し
さ
に
触
れ
る
こ
と

が
、
子
ど
も
を
豊
か
に
育
て
て
く
れ
る
の

で
す
。

後期高齢者医療制
度は、みなさんの保
険料のほか、現役世
代からの支援金と国
や県、市町村が負担
する公費によって運
営されています。
医療費は、一人ひ

とりの心がけで節約
することができます。
医療機関の上手な受
診と、毎日の健康づ
くりで医療制度をみ
んなで支えましょう。

Ｑ
＆
Ａ

第
三
者
行
為
の
届
け
出

「
も
し
交
通
事
故
に
あ
っ
た
ら
？
」

＊ 後期高齢者医療の保険料率は、法律により2年ごとに改定されます。
＊ 保険料の軽減措置については、これまでと同様に継続します。

均等割額
39,900円

所得割率
7.5％

（旧）
平成20・21年度

均等割額
40,800円

所得割率
7.7％

（新）
平成22・23年度

はじめの一歩 進級・入学の春がやってきた！



平
成
21
年
１
月
〜
12
月
の
救
急
出
動
件

数
は
、
３,
３
０
７
件
で
前
年
よ
り
も
１
５

０
件
増
加
し
ま
し
た
。（
グ
ラ
フ
①
）
そ
の
う

ち
、
搬
送
さ
れ
た
人
は
３,
１
８
８
人
で
１

６
９
人
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

１
日
あ
た
り
の
平
均
出
動
回
数
は
約
９
件

で
、
事
故
種
別
か
ら
み
る
と
急
病
が
約

61
％
、
交
通
事
故
が
約
14
％
、
一
般
負
傷

が
約
15
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。（
グ
ラ
フ
②
）

ま
た
傷
病
程
度
別
で
は
、
中
等
症
以
上

の
入
院
を
必
要
と
す
る
傷
病
者
の
搬
送
件
数

は
１,
６
１
４
人
で
、
当
日
の
処
置
の
み
で

帰
宅
さ
れ
た
軽
症
者
の
搬
送
件
数
は
１,
５

７
３
人
で
し
た
。

救
急
車
は
、
緊
急
に
医
療
機
関
に
搬
送

し
処
置
を
受
け
な
け
れ
ば
生
命
及
び
予
後
に

重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る
傷
病

者
の
搬
送
を
目
的
と
し
て
お
り
、
出
動
状
況

に
よ
り
必
要
な
と
き
に
救
急
車
が
足
り
な
く

な
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
市
民
の
皆
さ

ん
に
は
判
断
は
難
し
い
と
は
思
い
ま
す
が
、

救
急
車
の
適
正
な
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

ま
た
、
救
助
出
動
件
数
は
62
件
で
、
前

年
よ
り
５
件
増
加
し
て
い
ま
す
。

火
災
発
生
件
数
は
、
前
年
よ
り
１
件
減

少
し
て
24
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。
火
災
種
別

か
ら
み
る
と
、
建
物
火
災
が
14
件
で
全
体
の

約
58
％
を
占
め
て
い
ま
し
た
。（
グ
ラ
フ
③
）

こ
れ
か
ら
も
、〝
火
災
ゼ
ロ
〞を
め
ざ
し
て
火

災
予
防
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。
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平
成
21
年

救
急
・
救
助
・
火
災
の
現
状

―
救
急
出
動
件
数
増
加
―

タ
ミ
フ
ル
、
リ
レ
ン
ザ
、
ラ
ピ
ア
ク
タ

３
種
の
抗
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
薬

現
在
、
Ａ
型
と
Ｂ
型
両
方
に
効
く
抗
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
薬
は
３
種
類
あ
り
ま
す
。

内
服
薬
の
タ
ミ
フ
ル
、
吸
入
薬
の
リ
レ
ン

ザ
、
そ
し
て
今
年
１
月
に
発
売
さ
れ
た
ば

か
り
の
点
滴
用
の
ラ
ピ
ア
ク
タ
で
す
。
こ

れ
ら
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
ィ
ル
ス
の
増

殖
に
必
要
な
酵
素
を
抑
え
る
こ
と
に
よ
っ

て
効
果
を
発
揮
し
ま
す
。

ラ
ピ
ア
ク
タ
の
登
場
で
、
薬
を
飲
ん
だ

り
吸
っ
た
り
す
る
こ
と
が
難
し
い
か
た
や

重
い
症
状
の
か
た
に
も
抗
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
薬
を
使
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ラ
ピ
ア
ク
タ
は
、
わ
ず
か
15
分
の
点
滴
で

タ
ミ
フ
ル
の
５
日
分
の
使
用
と
同
等
の
効

果
が
得
ら
れ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
現

在
は
15
歳
以
上
の
か
た
の
み
使
え
ま
す
。

指
示
ど
お
り
に
飲
ん
で
い
ま
す
か

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
っ
た
患
者
さ

ん
の
多
く
は
、
病
院
で
タ
ミ
フ
ル
や
リ
レ

ン
ザ
を
処
方
さ
れ
ま
す
。
残
念
な
こ
と
に
、

こ
れ
ら
の
抗
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
薬
を
全
て

使
い
切
っ
て
い
な
い
か
た
が
少
な
か
ら
ず

お
ら
れ
ま
す
。「
す
ぐ
に
症
状
が
治
ま
っ
た

か
ら
。
」
、「
つ
い
飲
み
忘
れ
て
し
ま
っ
た
。
」

な
ど
が
薬
を
最
後
ま
で
使
わ
な
か
っ
た
主

な
理
由
で
す
。
し
か
し
、
症
状
は
１
〜
２

日
で
治
ま
っ
て
も
ウ
ィ
ル
ス
の
感
染
力
は

残
っ
て
い
ま
す
。
周
り
へ
の
更
な
る
感
染

防
止
の
た
め
に
も
、
も
ら
っ
た
日
数
分
は

全
て
指
示
通
り
に
使
い
切
り
ま
し
ょ
う
。

た
だ
し
、
使
用
中
に
何
か
異
常
が
あ
っ

た
場
合
を
除
き
ま
す
。
特
に
幼
小
児
や
未

成
年
者
は
、
幻
覚
、
意
識
障
害
、
興
奮
、

普
段
と
違
う
突
飛
な
行
動
を
と
る
な
ど
の

症
状
が
出
な
い
か
、
２
日
間
は
よ
う
す
を

観
察
し
、
異
常
が
あ
れ
ば
医
療
機
関
へ
す

ぐ
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

抗
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
薬
の
使
用
は
、
患

者
さ
ん
の
回
復
は
も
と
よ
り
、
他
の
か
た

へ
の
感
染
を
予
防
し
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
蔓
延
を
防
止
す
る
と
い
う
意
味
も
含
ま

れ
て
い
ま
す
。
医
師
、
薬
剤
師
な
ど
の
指

示
を
守
り
、
薬
の
正
し
い
使
用
を
お
願
い

し
ま
す
。

抗
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
薬
に
つ
い
て

薬
剤
師

深
本
睦
進

最
近
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
報

道
は
少
な
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、

季
節
性
も
含
め
、
ま
だ
ま
だ
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
患
者
さ
ん
が
減
ら
な
い
こ
と

は
事
実
で
す
。
こ
こ
で
は
、
抗
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
薬
に
つ
い
て
触
れ
た
い
と
思

い
ま
す
。

グラフ③  火災出動種別内訳 
　　　　　　　　　（24件） 

建物火災 
約58％ 

車両火災 
約29％ 

その他 

グラフ②  救急出動種別内訳 
　　　　　　　　（3,307件） 

急病 
約61％ 交通事故 

約14％ 

一般負傷 
約15％ 

その他 

グラフ①  救急出動件数 

3,000

3,100

3,200

3,300

3,400

平成17年 

3,134

18年 

3,200

19年 

3,370

20年 

3,157

21年 

3,307

（件数） 
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消費生活相談 毎週火曜日／午前10時～正午・午後1時～3時（火曜日が祝日の場合翌日）／市役所会議室棟会議室
電話でも相談を受け付けています。お気軽にご相談ください。 76－2001(代)

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
通
信
販
売
で
洋
服
を
注

文
し
た
。
と
こ
ろ
が
届
い
た
商
品
は
、

デ
ザ
イ
ン
や
色
が
写
真
と
違
っ
て
い
た

た
め
、
業
者
に
返
品
・
解
約
し
た
い
と

言
っ
た
が
、
断
ら
れ
た
。
確
か
に「
返

品
不
可
」と
は
書
か
れ
て
い
る
が
、
支

払
っ
た
代
金
を
返
し
て
ほ
し
い
。

特
定
商
取
引
法
で
守
ら
れ
て
い
ま
す

悪
質
業
者
に
よ
る
訪
問
販
売
や
通
信

販
売
を
取
り
締
ま
る
特
定
商
取
引
法

（
特
商
法
）
の
改
正
法
が
、
平
成
21
年

12
月
１
日
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
改
正

特
商
法
で
、
通
信
販
売
の
返
品
に
つ

い
て
の
ル
ー
ル
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
や
広

告
に
返
品
に
関
す
る
記
載
が
な
け
れ

ば
、
商
品
を
受
け
取
っ
て
か
ら
８
日
以

内
は
返
品
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
も
、
返
品
や
解
約
に
関
す
る
ル

ー
ル
を
記
載
す
る
よ
う
に
業
者
に
義
務

づ
け
て
は
い
ま
し
た
が
、
ト
ラ
ブ
ル
が

多
か
っ
た
た
め
強
化
さ
れ
ま
し
た
。

「
返
品
不
可
」と
書
か
れ
て
い
た
ら
…
？

そ
れ
で
は
、
広
告
に「
返
品
不
可
」と

書
か
れ
て
い
た
ら
、
返
品
で
き
な
い
の
で
し
ょ

う
か
。

改
正
特
商
法
で
は
、
業
者
が「
返
品
で
き
ま

せ
ん
」
と
書
く
こ
と
も
許
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
、「
消
費
者
か
ら
の
一
方
的
な
自
己
都
合
に

よ
る
返
品
は
で
き
ま
せ
ん
。」と
い
う
こ
と
な
の

で
、
届
い
た
商
品
に
不
具
合
が
あ
っ
た
り
、
広

告
と
異
な
っ
て
い
た
ら
、
業
者
に
返
金

や
交
換
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

通
信
販
売
の
場
合
、「
食
品
は
返
品

不
可
」「
使
用
前
に
限
り
返
品
可
能
」な

ど
、
商
品
の
特
性
に
応
じ
て
返
品
ル
ー

ル
を
決
め
て
い
る
こ
と
が
多
い
の
で
、

し
っ
か
り
確
認
し
て
か
ら
購
入
し
ま
し

ょ
う
。

利
用
前
に
注
意
す
る
こ
と

次
の
よ
う
な
通
販
業
者
は
ト
ラ
ブ
ル

が
多
い
傾
向
が
あ
る
の
で
、
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

・
支
払
方
法
が
前
払
い
の
み
で
、
後
払

い
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
、
代
引
き
な
ど
の
利

用
が
で
き
な
い
。

・
事
業
者
の
連
絡
先（
電
話
番
号
、
ア

ド
レ
ス
）、
責
任
者
の
氏
名
が
明
記
さ

れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
連
絡
先
の
電
話

番
号
が
携
帯
電
話
の
み
で
あ
る
。

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
の
場
合
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
の
作
り
が
雑
で
、
写
真
が

不
鮮
明
だ
っ
た
り
、
書
い
て
あ
る
こ
と

が
分
か
り
に
く
い
。

通
信
販
売
で
ト
ラ
ブ
ル
に
あ
っ
た
と
き
も
、

一
人
で
悩
ま
ず
、
消
費
生
活
相
談
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

通信販売を利用するとき

返品ルールをしっかり確認！

相

談

平
成
21
年
度
よ
り
、
滞
納

者
に
対
し
て
延
滞
金
の
徴
収

を
強
化
し
て
い
ま
す
。

市
税
を
納
期
限
ま
で
に
完

納
さ
れ
な
い
場
合
は
、
そ
の

遅
延
し
た
税
額
及
び
期
間
に

応
じ
て
延
滞
金（
年
14
・
６
％
）

が
課
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
滞
納
が
続
い
た
場

合
に
は
、
財
産
調
査
や
財
産

差
押
な
ど
の
法
律
に
基
づ
く

処
分
を
行
い
ま
す
。

や
む
を
得
な
い
理
由
に
よ

り
一
度
に
納
付
で
き
な
い
場

合
に
は
、
分
割
納
付
な
ど
が

で
き
ま
す
の
で
、
市
役
所
滞

納
対
策
課
ま
で
ご
相
談
く
だ

さ
い
。（
た
だ
し
、
延
滞
金
は

必
要
で
す
。）

▼
問
合
先

市
役
所
滞
納
対
策
課

内
線
１
５
５
〜
１
５
７

市
税
を
滞
納
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

毎
月
11
日「
人
権
を
確
か
め
あ
う
日
」の
大
き
な
広
ま
り
を
願

い
、
集
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時

４
月
９
日（
金
）
午
後
１
時
30
分
〜
４
時

▼
場
所

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
・
多
目
的
室

▼
内
容

・
人
権
啓
発
ビ
デ
オ
の
上
映

・
講
演
「
人
生
・
出
会
い
―
茶
の
間
、
職
場
、
街
か
ど
の
人
権
―
」

向
出
佳
司
氏（
東
大
阪
大
学
）

☆
要
約
筆
記
、
手
話
通
訳
あ
り

▼
問
合
先

市
役
所
人
権
・
共
同
参
画
課
　

内
線
４
５
１

（
４
月
１
日
以
降
は
、
市
民
協
働
課
）

第
22
回
「
人
権
を
確
か
め
あ
う
日
」

県
内
一
斉
集
会
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訂正とお詫び

平成22年度ゴミカレンダー（旭

ケ丘小学校区）について、誤りが

ありましたので、次のとおり訂正

してお詫びします。

4月29日（木）「リクエスト収集」

とあるのは、表記誤りで、正しく

は「空欄」です。

◆問合先 収集センター

77－4189

◆広告掲載の問合先〈広告代理店〉
（株）奈良新聞企画　 0742－34－6066

生きる道

私は小学校5年生の時に香芝へ転宅をして参りました。

しかし中学入学を機に再び転宅となり香芝市を離れ、成

人式を迎える頃に再度香芝市へ戻り今に至ります。現在

は香芝市内の保育園で仕事をしておりますが、市内の友

人が少なかった私にも今は沢山の知人が出来ました。園

の保護者さんは勿論、卒園した子どもたちや親御さん皆

さんが大切な宝物です。昨今引きこもりやゲームやパソ

コンが唯一の仲間と感じる若者も多い世の中ですが、人

との繋がりがどれほど大切かと言う事を、仕事を通じ痛

感させて頂いています。

私は学生の頃に殆どと言って良いほど学ぶと言う事に

興味がなく、成人式を随分越えた年齢になっても「生き

る道」の確信が見つからずにいました。親に引いて頂い

た路線ではありましたが、保育という仕事を通じて、自

分の生きる道らしきものが見えてきました。今は毎日が

楽しく、どんなに大変な問題にも立ち向かえる勇気も少

しだけ持てるようになりました。でもまだまだ半人前。

論語にある言葉をお借りしますと「吾かつて終日食わ

ず終夜寝ず以て思う。益なし。学ぶに如かざるなり」。

学んだ事を仕事に生かし努力し続け自信を持って私の生

きる道を歩みたいと思います。

市のようす …2月末日現在…

人　口　75,437人（前月比+75）
男36,378人／女39,059人

世帯数　27,341世帯（前月比＋63）

花
粉
の
季
節
が
や
っ
て
き
ま
し

た
。
天
気
予
報
で
「
花
粉
多
い
」
の

マ
ー
ク
が
出
る
と
、
嫌
〜
な
気
持

ち
に
な
る
か
た
も
多
い
の
で
は
？

私
も
、
こ
の
時
期
に
な
る
と
目

の
か
ゆ
み
と
鼻
水
に
悩
ま
さ
れ
、

外
で
の
取
材
に
は
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ

ッ
シ
ュ
が
欠
か
せ
な
い
ア
イ
テ
ム

と
な
り
ま
す
。

花
粉
症
対
策
は
い
ろ
い
ろ
あ
る

よ
う
で
す
が
、
先
日
「
鼻
う
が
い
」

と
い
う
方
法
を
教
え
て
も
ら
い
ま

し
た
。
さ
っ
そ
く
試
し
て
み
た
の

で
す
が
、
こ
れ
が
結
構
難
し

い
・
・
・
。
き
ち
ん
と
で
き
れ
ば

か
な
り
鼻
の
ム
ズ
ム
ズ
が
す
っ
き

り
す
る
の
だ
と
か
。

花
粉
症
に
お
悩
み
の
み
な
さ

ん
、
一
緒
に
こ
の
時
期
を
乗
り
越

え
ま
し
ょ
う
。

（
よ
っ
し
ー
）

発行／香芝市役所　　編集／秘書広報課

〒639-0292 奈良県香芝市本町1397番地
074 5－76－2 0 01（代表）

URL http://www.city.kashiba.nara.jp/
E - m a i l i n f o＠c i t y. k a s h i b a . l g . j p

広報 かしば
平成22年3月23日／No.513

藤
田
伸
子
さ
ん

◆318

次回は大河さんにリレーされます。

3月23日（火）から
窓口が移転し
業務を行っています

下水道課

水道局庁舎2階
〇住所：今泉1200－3

〇電話：0745－71－6101

保険医療課

総合福祉センター1階
〇住所：逢坂1丁目374－1

〇電話：0745－79－7528

知 ら せお
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